


一
般
に
魚
介
類
は
莫
大

な
数
(
例
え
ば
マ
ダ
イ
で

は
二
百
万
1
三
百
万
)
の

卵
を
生
み
ま
す
が
、
自
然

の
海
で
は
、
卵
か
ら
稚
仔

期
に
餌
不
足
や
環
境
条
件

外
敵
な
ど
に
よ

っ
て
、
殆

ど
が
死
滅
し
生
き
残
る
の

は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

こ

の
時
代
を
人
工
的
に
管
理

し
育
て
て
、
自
然
海
に
放

し
て
、
海
の
生
産
力
に
よ

っ
て
成
長
さ
せ
、
増
産
を

は
か
る
の
が
「栽
培
漁
業
」

で
す
。

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
か
ら
人
工
的
に
抹

ふ
化
さ
せ
、
自
然

卵
し
、

海
に
肢
し
て
も
ほ
ぼ
一
人

立
ち
で
き
る
大
き
さ
(
外

敵
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が

高
一
度
一
化

事
一
業
主

従
来
か
ら
の
農
業
基
盤
整
備
事
業

は
、
は
場
整
備
事
業
を
主
体
と
し
て
、

ま
す
。

化
す
る
こ

と
が
必
要
に
な

っ
て
お
り

併
せ

て
水
田
利
用
再
編
対
策
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
排
水
路
の
舗

装
、
地
表
水
排
除
工
事
、

地
下
水
排

除
工
事
等
を
行

っ
て
、
農
地
の
質
的

県
民
の
要
望
に
応
じ
面
的
な
整
備
を

重
点
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
高
度
な
農
業
技
術
を
駆
使
し

て
、
ど
ん
な
作
物
で
も
栽
培
で
き
る

向
上
を
計
る
も
の
で
す
。

高
能
率
の
農
業
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
農
地
を
汎
用
化
、
高
度

農
用
地
の
高
度
利
用
計
画

ご
承
知
の
と
お
り
、
米
の
大
幅
な

生
産
過
剰
が
続
く
一
方
で
は
、
麦
や

大
豆
な
ど
の
増
産
の

必
要
な
農
産
物

の
生
産
は
伸
び
悩
ん
で
い

ま
す
。

で
き
る
、

ま
た
、
餌
を
と
る
た
め
の

を
高
め
る
研
究
を
重
ね
る
と
共
に
、

施
設
を
拡
充
し
大
量
の
稚
魚
を
生
産

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

将
来
は
、
こ
の
よ
う
な
稚
魚
の
生

少年の家出を防ぎましょう。 18

ドロホウの捜査にご協力を。 18

第 6回 ジャンボ ・ヤンク ・フェスティパル開催一19

白衛官募集のお知らせ 19 

かしこい消費者シリーズNo.19

守物イiIIiとは 20-21 

白動炊飯器によるおいしい炊き方一一一一一一一21

トピ 、ソクス 7月16日~8月15B一一一一一22-23

私たち自身の老人問題 一24

県有美術品紹介シリーズ

紙風船と母子田沢入甲作 一 表 3
資源とエネルキーを大切にする

暮らしの アイデア募集一一一一一一一一一一ー表 4

遊
泳
力
が
あ
る
大
き
さ
)
ま
で
飼
育

し
て
、
富
山
湾
に
放
流
す
る
の
が
自

的
で
す
。

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
は
五
二
年
度

に
完
成
、
五
三
年
四
月
に
発
足
し
た

の
で
す
が
五
二
年
度
(
試
験
操
業
)

に
ク
ル
マ
エ
ビ
の
稚
仔
三
百
万
尾
、

ア
ユ
の
稚
魚
一
万
三
千
尾
、
五
三
年

度
は
マ
ダ
イ
の
稚
魚
七
万
尾
、
ヒ
ラ

メ
の
稚
魚
十
万
尾
を
生
産
し
、
富
山

産
を
漁
業
者
自
身
の
手
で
や
っ
て
欲

し
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
今

の
と

こ
ろ
コ
ス
ト

の
点
、
技
術
の
点

等
で
、
今
直
ぐ
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ

き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
稚
魚
作
り
の
難
し
き
ゃ

苦
労
を
漁
業
者
が
認
識
し
て
、
ょ
う

湾
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

ゃ
く
生
き
残

っ
た
稚
魚
を
無
為
に
漁

獲
し
な
い
で
、
海
に
放
し
て
や
る
工

取
材
し
た
と
き
は
、
ク
ル
マ
エ
ビ

四
五

O
万
尾
を
放
流
す
る
メ
ド
で
、

夫
と
努
力
を
し
て
欲
し
い
と
願
う
も

生
産
達
成
の
た
め
に
汗
だ
く
の
毎
日

の
で
す
。

で
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
願
い

富山県栽培漁業センター 表紙 ・表 2
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富
山
湾
の
漁
業
資
源
を

増
や
す
と
い
う
に
は
、
ま

だ
ま
だ
生
産
尾
数
が
不
足

で
す
が
さ
ら
に
歩
溜
り

長

D
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こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
し
て
稲

作
に
偏
し
な
い
生
産
態
勢
を
確
立
す

る
こ
と
が
、
わ
が
国
の
農
業
の
最
も

大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い

ま
す
。

水
田
の
転
作
に
つ
い
て
は

を
定
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

期
限

区
ご
と
に
そ
の
実
情
に
応
じ
て
、
土

地
条
件
の
整
備
や
、
営
農
技
術

の
開

発
、
流
通
機
構
の
整
備
な
ど
の
事
業

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
基
礎
的
条
件
は
一
応
整
備

ほ
場
整
備
事
業
は
、
農
業
計
画
の

最
重
点
事
項
と
し
て
進
め
て
き
ま
し

た
。
か
つ
て
全
国
で
一
番
悪
か

っ
た

整
備
率
で
し
た
が
、

「
追
い
つ
け
」

「追
い
こ
せ
」
を
合
言
葉
に
、
昭
和
五

二
年
で
累
積
面
積
六
万
二
千
へ
'ク
タ

ー
ル

(
現
存
面
積
五
万
八
千
へ
ク
タ

ー
ル

」
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
県
の
整
備
可
能
農
地
面

積
の

九

o
rに
あ
た
り
ま
す
。

こ
の

整
備
率
は
遂
に
全
国
第

一
位
と
な
り

ま
し
た
。
ち
な
み
に
全
国
の
整
備
率

は
凶
三
訂
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

は
場
整
備
事
業
は
、
本
来
、
農
地

の
汎
用
化
、
高
度
化
を
目
的
と
し
た

事
業
で
す
が
、
本
県
は
優
良
米
供
給

地
域
と
し
て
、
水
田
率
が
非
常
に
高

く
、
県
民
の
要
望
に
応
じ
て
面
的
な

整
備
を
重
点
的
に
推
進
し
て
き
ま
し

た
の
で
、

そ
れ
な
り
に
機
械
化
が
進

み
省
力
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
効
果
の
ほ

か
に
、
農
村
全
域
の
環
境
が
整
備
さ

れ
、
農
村
は
明
る
い
、
豊
か
な
生
活

や
生
産
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
基
礎
条
件
は
一

応
整
備
さ

れ
た
と
は
い
え
、
ど
ん
な
作
物
で
も
栽

培
で
き
る
高
能
率
の
農
業
を
営
む
た

め
に
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
完

全
な
汎
用
農
地
と
は
い

え
な
い

の
で

す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
に
大
き
な
負
債
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
さ
ら
に
、
高
度
化
事
業
を

農
地
高
度
化
の
目
標

本
県
の
水
田
面
杭
は
六
万
八
千
へ

ク
タ
ー
ル
で
す
が
、
昭
和
六
十
年
に

は
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
優
良
水

田
の
確
保
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

回 ー

と万こ
し八の
て千水
確へ田
保クの
す .タつ
る|ち
目ルの
棋を 三
を、害IJ

立汎程
て用度
て水の

い
ま
す
。
高
度
利
用
を
毎
年

一
割

「農地高度託事業羊業向言語Jf 

① 地表水排除工事

(六
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

)
と
し
て
輪
作
体

制
を
巧
え
ま
す
と
、

そ
の

三
倍

の
一

万
八
下
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
汎
用
農
地
が

必
要
と
な
る
の
で
す
。

前
述
の
高
度
化
事
業
対
応
策
と

こ
の

一
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
目
標

面
積
と
の
施
行
計
画
は
、
別
表
の
と

お
リ
で
す
。

畦畔

i二主主ゴ
集水管口径 150mm

排
水
側

1
1

・
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② 地下水排除工事

(
事
業
主
体
)

高
度
化
事
業
の
事
業
主
体
は
、
市

町
村
、
土
地
改
良
区
、
農
業
協
同
組

合
、
生
産
組
合
、
数
人
共
同
施
行
者

2
 

富
山
県
農
地
高
度
化
事
業
取
扱
い
要
領

定
め
る
も
の
と
す
る
。

農
地
高
度
化
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
は
か
る
た
め
、
こ
の
取
扱
要
領
を

(
適
用
規
定
)

高
度
化
事
業
は
、
富
山
県
補
助
金

等
交
付
規
則
及
び
富
山
県
土
地
改
良

事
業
等
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
る
は

か
こ
の
取
扱
要
領
に
よ
る
も
の
と
す

フハ
V

。

(
適
用
基
準
)

高
度
化
事
業
は
、
原
則
と
し
て
は

場
整
備
施
行
済
の
農
地
で
、
整
備
水

準
と
汎
用
性
を
高
め
る
た
め
に
実
施

す
る
次
の
工
事
と
す
る
。

当そ 用 排 I也 地
とσ〉 71く 水路

下水排
表

認的る他知事
対 排水

工
整

策 イ浦 除 除 事
工が 工 工 工 工
事適 事 事 事 事

客土
水 排 暗 t也
口

水路
渠 表

工 グ〉 7}く 工
そ の づ、

新司又
捗ド

σ〉 増 ロ 除 事

他高度化

設 、ソ 工
ク 字市 内

用 張 フ'士乙 #ド

築水路
水桝

容
相ド

す資 水路
グ〉

備 増
る 整 設
も イ席
グ〉

進
め
る
に
は
財
政
的
に
も
大
変
な
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
実
施
に
あ
た

つ
て
は
、
極
力
公
共
事
業
に
組
み
入

れ
て
い
き
ま
す
。

現
在
は
場
整
備
事
業
を
実
施
中
の

地
区
内
で
は
、
計
画
変
更
で
組
み
入

れ
て
対
応
し
、
新
し
く
計
画
さ
れ
る

ほ
場
整
備
事
業
地
区
で
は
、
高
度
化

事
業
を
含
め
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

一
方
、
は
場
整
備
完
了
地
域
に
お

い
て
は
、
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

(昭
和
五

一
年
度
に
新
設

)農
村
基
盤

と
す
る
。

(
申
請
手
続
)

申
請
書
は
、
市
町
村
が
と
り
ま
と

め
、
知
事
に
一
指
申
達
す
る
も
の
と

す
る
。

(事
業
費
)

汎
用
性
を
高
め
る
た
め
に
行
う
、

各
工
事
、
ま
た
は
各
工
事
を
併
せ
行

う
工
事
で
工
事
費
総
額
が
二
十
万
円

以
上
の
も
の

(
補
助
金
)

一
O
O分
の
四

O
以
内
と
す
る
。

補
助
残
は
融
資

(
三

・
五
計
)
と

す
る
。

整
備
事
業
等
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
公
共
事
業
で
実
施
で
き
な

い
地
区
に
つ
い
て
は
、
県
単
独

の
農

地
高
度
化
事

業

(
昭
和
五
二
年
度
に

新
設
)
ま
た
は
、
転
作
促
進
特
別
対

策
事
業
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

優良水田確保のための

農事地業施高度化
行計画

転作特
単高j県主

民村 上I也
は-
:↓中日j 

総合 己良久 fif 二 事
5]1] fJtiJ 

業
刈 イヒ 守主 総 ~;. 

寸業革L 
半業

fIi色合 業 5]1] 

'* ~?: 区
業 fliii

半業
分

、」ー--v---'

数

一 一
J¥. 。-/i、A 

。-ノJ、A 。匹l 量。。 。。。。 。。
ha ha ha ha 

図面

農
地
高
度
化
へ
の
対
応
策

驚
異
的
な
進
度
で
完
成
し
た
ほ
場

整
備
事
業
に
よ

っ
て
農
地
の
汎
用
化

の
基
盤
が
で
き
ま
し
た
が
、
反
面
、

新設暗渠排水

吸水管口径50mm以上

V暗渠排水埋戻し作業

3 

-次頁に排水路整備工事・排水桝の増設の

計画図登載
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③排水路整備工事
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.張ブロック工事

④排水桝の増設

路川

m
i
--
t

H
却直

し
に
よ

っ
て
水
回
転
作
に
必
要
な

施
設
や
機
械
の
取
得
を
行
う
た
め
の

水
田
利
用
再
編
対
策
資
金
な
ど
が
あ

り
、
県
独
自
で
利
子
補
給
の
上
乗
せ

を
し
て
お
リ
ま
す
。

，

農
業
改
良
資
金

こ
の
資
金
は
、
農
業
経
営
に
必
要

な
新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
場
合
や
、

農
村
の
生
活
環
境
を
改
善
す
る
場
合
、

ま
た
、
農
業
後
継
者
が
近
代
的
な
農

業
の
技
術
、
経
営
方
法
な
ど
を
実
地

に
習
得
す
る
場
合
に
必
要
な
資
金
を

県
が
無
利
子
で
融
資
し
、
併
せ
て
農

業
者
に
対
す
る
普
及
指
導
を
行
う
も

農
業
に
従
事
さ
れ
る
方
々
は
、
農

農
業
近
代
化
資
金

業
生
産
の
向
上
、
農
業
経
営
の
安
定
、

こ
の
資
金
は
、
農
業
者
が
行
お
う

の
で
す
。

近
代
化
等
の
た
め
に
常
日
頃
か
ら
御

尽
力
さ
れ
、
農
業
機
械
の
購
入
、
農

と
す
る
事
業
に
必
要
な
資
金
を
、
農

協
等
が
長
期
か
つ
低
利
に
融
資
す
る

も
の
で
、
国

・
県
が
利
子
の

一
部
を

補
給
す
る
と
と
も
に
、
農
業
信
用
基

金
協
会
が
債
務
の
保
証
を
行

っ
て
い

ま
す
。

作
業
場
や
温
室
等
の
建
築
と
い
っ
た

い
ろ
ん
な
事
業
を
行
わ
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
金

を
融
通
す
る
の
が
農
業
制
度
金
融
で

す
。

資
金
は
、
九
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
中
に
は
知
事
特
認
資
金

と
し
て
、
農
業
生
産
の
中
核
的
な
担

そ
の
概
要
は
次
頁
の
富
山
県
の
融

資
制
度
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
が

大
別
す
る
と
次
の
四
つ
に
『
分
類
さ
れ

い
手
を
育
成
確
保
す
る
中
核
農
家
育

成
資
金
や
、
五
三
年
度
の
新
規
融
資

対
象
事
業
と
し
て
、
水
田
利
用
の
見

ま
す
。

12k~ (潤した数量)一 1Ok~ (すでに課税されたもの)=2 k~(課税されていないもの) 十
2 k~ x 19，500円=39，000円(申告すべき税額)___....! 
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女
混
和
軽
油
に
も

軽
油
引
取
税
、
が
か
か
り
ま
す

。
軽
油
に
灯
油
を
混
和
し
て
販
売

し
た
り
、
軽
油
に
他
の
油
を
混
ぜ
て

自
動
車
燃
料
と
し
て
消
費
し
た
と
き

も
、
軽
油
引
取
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
翌
月
末
ま
で
に
申
告
の
う
え
納

税
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
た
と
え
ば
、
軽
油
に
灯
油
等
を
混

和
し
自
動
車
の
燃
料
と
し
て
消
費
し

た
と
き
、
下
図
の
よ
う
に
な
り
課
税

さ
れ
て
い
な
い
灯
油
等
に
つ
い
て
申

告
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。-R自動

車
燃
料
に
は
純
良
軽
油
を
使

い
ま
し
ょ
う
安

混
和
燃
料
は
と
か
く
コ
ス
ト
安
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
軽

油
引
取
税
を
納
め
る
と
単
価
は
普
通

の
軽
油
な
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

粗
悪
な
混
和
軽
油
は
、
内
燃
機
関
を

い
た
め
る
こ
と
に
な
り
決
し
て
お
得

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
県
で
は
、
農
業
後
継
者
の
育

成
を
図
る
た
め
、
先
進
農
家
や
海
外

へ
の
研
修
に
必
要
な
経
費
や
、
後
継

者
自
ら
が
農
業
経
営
を
行
う
た
め
の

部
門
、
経
営
開
始
に
必
要
な
経
費
を

貸
し
付
け
、
次
代
の
農
業
経
営
者
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
農
業

後
継
者
育
成
資
金
に
重
点
を
置
い
て

い
ま
す
。

農
林
漁
業
金
融
公
庫
資
金

こ
の
資
金
は
、
生
産
力
の
維
持
増

進
の
た
め
に
必
要
な
資
金
で
、

の
金
融
機
関
の
融
通
が
困
難
な
も
の

を
公
庫
が
長
期
か
つ
低
利
に
融
資
す

る
も
の
で
す
。

農
業
関
係
の
主
な
資

金
の
う
ち
総
合
資
金
は

経
営
規
模
が
大
き
く
生

産
性
の
高
い
自
立
経
営

農
家
の
育
成
を
図
る
た

め
に
必
要
な
、
各
種
の

資
金
を
総
合
的
に
融
資

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

農
地
等
取
得
資
金
は

農
地
や
採
草
放
牧
地

の

取
得
に
必
要
な
資
金
を

融
資
し
て
、
農
業
の
経

燃料として消費したとき

を混和して 許 @ こ 永-汽-元¥一一一-一一-一-

包司毛Oj 正白'oV
と

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

営
規
模
を
拡
大
し
て
自
立
経
営
を
図

県
単
資
金

こ
の
資
企
一
は
、
国
の
定
め
る
各
種

の
制
度
資
金
と
は
別
に
、
県
単
独
で

融
資
機
関
の
行
う
、
長
期
か
つ
低
利

補
給
を
行
う
も
の
で
す
。

な
資
金
の
融
通
を
図
る
た
め
に
利
子

海
外
移
住
農
業
者
の
農
地
、
農
業

施
設
の
取
得
、
農
業
経
営
の
改
善
の

市支

た
め
に
、
他
の
制
度
融
資
の
対
象
と

な
ら
な
い
も
の
に
融
資
す
る
も
の
と

し
て
、
農
業
振
興
資
金
が
、
ま
た
、

農
業
後
継
者
の
育
成
の
た
め
に
、
借

入
金
の
利
率
が
年
三

・

o
rに
な
る

5
 

ょ
う
利
子
補
給
を
行

っ
て
い
る
農
業

後
継
者
育
成
対
策
資
金
が
あ
リ
ま
す
。

。
。
。

最
後
に
、
農
業
に
関
連
す
る
制
度

資
金
は
数
多
く
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、

進
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
け
付
け
期
間
を
定
め
て

い
ま
す
か
ら
、
融
資
制
度
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
農
業
協
同
組

合
、
農
業
改
良
普
及
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。



富
山
県
の
農
業
関
係
の
融
資
制
度
一
覧
表
-
次
頁
の
制
度
資
金
の
注
意
を

制度名 資金の種類 イ吏 途 貸付対象者

一般 資金 農舎や畜舎等の建構築物の造成、田植 農業、畜産、養蚕業を

機やコ ンパイン等の農機具の取得、果 営む者

樹や茶等の植栽、牛や豚等の家畜め購 農業協同組合及び同連

入に要する資金 l仁入3之2』三

ー一ーーーーー一一一ーー ーーー ー一一一一 ー一一ーー-ー-ーーーー一一一ー-ーー一一 ー ーーーーーーーーー-ーーーー

農 村環境整備資金 診療施設や水道施設等で環境整備 のた 農事組合法人

農 めのものの取得に要する資金 土地改良区及び同連合

業 lτEh1 、
ーーーー 一 一一一一一一 ー一ー一 ー一 一一一一 一一一一一ーー ーーーーーーーーーーーー ーーー ーーーーーーーーーーー ー ーーーーーー一一一

近 知事特認資金 中核農家育成資金

代

化
ーーーーーーーーー一一一 ー ー ー ー ー - ー ー ー ー ー ー ー ー 一一一一一一一一一一 一一一ー

資 水田利用再編対策資金

金

ーーーーーーーー一一一ー一一一一一一ー一ー一一ーーーーー ー ーー一一ーーー

協業組織や農作業受託組織の育成、米

穀乾燥共同利用施設、農業生産等公害

防止施設の造成に要する資金

技術導 入資金 葉煙草間畦保温栽培 技術、 集団的技術、 農業、畜産業や養蚕業

施 設園芸総合技術の導入や米麦生産技 を営む者

術、家畜排せつ物処理技術、生乳品質 農業者の組織する団体

農
の改善や水田利用再編対策栽培促進等

業
に必要な資金 (18種類)

改
農家生活改善資金 生活の合理化設備 住居利用方式の改農業に従事している者

良
善 、生活共同化施設や高齢者活動に要 で、かつ 、農業所得が

資
する 資金 総所得に対して高い割

金
合にある者及びその者

の組織する団体

農業後継者育成資金 技術の共同習得、研修教育や各種部門 農村青少年

の経営を 開始するために要する資金 農村青 少年の組織する

団f本

農地等取得及び未墾 農業経営改善計画等に基づく農地 、 採 農業を営む者

地取得資金 草放牧地や未墾地 の取得に要する資金 農業生産法人

農
農業協同組合及び同連

ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一 ー ーーーーーーーーーーー ーーーー一ー一ー一 ー -ーーーーーーーーー一一一一一

合会(転貸に 限る )
林

総合施設資金 農地、果樹、家畜や農畜舎の導入によ

漁
り経営規模の拡大を図り自 立経営を行

業 うために要する資金

金
高虫

公
ーーーーーー-ー-ーーーーーーーー一一 ー 一ーーーーーーーーーーーーーーー ー ー一一ー一一ーーーーーーーー一ー-ーー ーーーーー 『 ー一一一ーー-ー-ーーー ー ー ー ー

自作農維持資金 相続、疾病、災害等に よる農地の売却 農業を営む者

庫 を防止し 、経営を維持するための資金 農業生産法人(災害に
資 限る )
金

農業振興資金 満60歳以上の者の居室 、便所、浴室の 両齢農業者

増改築や農業経営の安定を図るために 高齢者と同居する農業者

県
必要とする運転資金で他 の制度資金の 知事の定める規模以上

単
対象とならないものに要する資金 の農業者及びその組織

する団体
独

海外移住者が独立するための農地及び 海外移住者の親族で農
資

農業用施設の取得に要する資金 業を営む者
金

農業後継者育成対策 農家伝創語、経営規模の拡大、農業経年齢30歳までが者で将 司

資金 営の改善に要する資金 来自立して農業を経営

しようとする者

償還期限|うち据置期間 備考貸付限度額貸付枠 貸付利率

業
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4，000万円|向上 |無利子 7年以内 I1年 音IS門経営開始資金にあって

は概数35歳までの者に限る。(最高 400万円 )

事業j立び事業主

i本によ ってそオL

ぞれ定める額

3.5% 125年以内 I3年以内

個人 1，800万円 4.6% I 25年以内 I10年以内 |融資額は事業費の 8害IJ (特

法 人 6，700万円 I(侃置中は 4.5I 認は 9割 )以内である 。

(特認の場合) 1%) 

個 人 5，400万円

法 人 2億円

個人 60万円 4.6% I 20年以内 I3年以内 |知卓の認定を受けたものに

(災害 の場合) I 限る 。

11QJ人 150万円

法人 750万円

(相続の場合)

400万円

120万円3億 円 5.0% I 5年以内 I1年以内

参
照
く
だ
さ
い
。

2億円 |イ1.'iIA 500万円 5.0% I 5年以内 I1年以内

団体 1，000万円

1 ， 000万両 -1一一一 -tbb万両 「ー一一一 -- 4~ õ%T io亙i;j丙「 三亙以丙一一一

500万円 3.0% I利子補給

|期 間

I 5年以内

1億 円

フ
6 



富
山
県
の
農
業
関
係
融
資

制
度
資
金
の
注
意
事
項

制
度
資
金
は

国
や
県
が
原
資
を

造
成
し
た
り

利
子
を
補
給
す
る

と
に
よ

っ
て

低
利
な
資
金
と
し
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
い
く
つ

か
の
条
件
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
、
借
入
目
的
以
外
に
使
用
し
た
と

き
は

繰
上
償
還
ま
た
は
利
子
補
給

が
打
ち
切
ら
れ

さ
ら
に
県
の
支
払

っ
た
利
子
補
給
金
を
返
還
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

2
、
事
業
が
完
成
し
た
結
果

費
の
実
績
が
予
定
事
業
費
を
下
回
る

場
合
に
は

直
ち
に
繰
上
償
還
を
し

て
く
だ
さ
い
。

3
、
農
協
等
へ
の
申
請
前
や
県
の
承

認
前
に
事
業
を
実
地
し
た
場
合
、
事

前
着
工
と
な
り

不
承
認
と
な
り
ま

す
の
で

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

し、4
、
制
度
資
金
に
は
そ
れ
ぞ
れ
要
件

を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
借
入
申
込

書
に
事
実
と
異
っ
た
こ
と
を
記
載
し

た
と
き
は
繰
上
償
還
ま
た
は
利
子
補

大
豆
の

穫
|
燥
|
製

収
|
乾
|
調

大
豆
の
収
穫
の
適
期
は
、
さ
や
の

大
部
分
が
品
種
目
有
の
熟
色
を
保
ち

完
熟
し
た
直
後
が
よ
く
、
収
穫
が
早

過
ぎ
る
と
、
乾
燥
に
時
間
が
長
び
き

品
質
を
悪
く
し
ま
す
。
ま
た
、
収
穫

が
遅
れ
る
と
さ
や
が
引
試
聞
し
て
、
ノ
十
J

実
の
損
失
が
多
く
な
る
の
で
成
熟
期

に
達
し
た
ら
、
速
や
か
に
収
穫
し
て

乾
燥
し
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
の
適
期

て
部大
葉豆
しの

大
さ・部
や・分
のの
中葉
が色
「カf

カ褐
ラ変
カし

ラ
」
と
音
を
た
て
る
よ
う
に
な

っ
た

ら
、
収
穫
の
適
期
で
す
。

ほ
場
で
収
穫
作
業
中
に
脱
粒
し
な

い
よ
う
に
考
慮
し
て
、
露
の
残

っ
て

い
る
朝
の
う
ち
か
、
ま
た
は
、
夕
方

に
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

給
の
打
ち
切
り
と
な
り
ま
す
。

例ω経
営
面
積

共
同
利
用
人
の
状
況

補
助
金

制
度
資
金
の
利
用
状
況

ω農
業
改
良
資
金
で
は

す
で
に
補

助
金
や
制
度
資
金
で
同
じ
内
容
の

事
業
を
実
施
し
た
と
き
は
借
り
入

れ
が
で
き
ま
せ
ん
。

ω農
地
取
得
資
金
で
は
、
農
地
の
移

動
、
農
業
従
事
の
状
況

イ
、
取
得
前
に
農
地
を
売
却
等
に

事
業

よ
り
縮
小
し
て
い
る
場
合

一

申

請
者
が
実
際
に
主
と
し
て

農
業
に
従
事
し
て
い
な
い
場
合

5
、
制
度
資
金
は
、

国
の
会
計
検
査

や
県
の
実
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
事
業
費
の
支
払
い
は
、

農
協
等

の
口
座
か
ら
引
き
出
し
て
支
払
い

領
収
書
等
を
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

，‘、

。

」
〈

tv

こ
れ
ら
の
整
理
が
不
備
の
た

め
い
事
業
費
が
確
認
で
き
な
い
と
き
は

総
上
償
還
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

6
、
県
の
決
定
後
に
お
い
て
、

の
事
態
に
よ
り
事
業
の
実
地
や
支
払

収
穫
の
方
法

収
穫
の
方
法
に
は

「ビ
|

ン
カ

ツ

タ
」
ま
た
は
、

「
パ
イ
ン
タ
」等
を
使

用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

階
の
水
回
転
作
大
豆

の
ほ
場
で
は
、

収
穫
作
業
の
機
械
化
は
困
難
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
人
力
で
引
き
抜
く

か
、
ま
た
は
、
鎌
や
刈
払
い
機
等
で

地
際
か
ら
刈
り
取
る
方
が
安
全
で
し

ト品、「ノ
。

乾
燥
の
方
法

収
穫
し
た
後
は
、

ほ
場
で
小
束
に

たと2L結
は t7f束

ごLてし
h-Pisし
歪;て株
~ L :t也を
に干下
ししに
ま に し
すすて
。 る

か小
山

まに

さ
らた
さだ
れし
る
と地

干
さ・し
ゃ.の
の期
中聞
のに
子長
実雨
lこに

紫
斑
病
が
ま
ん
延
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
か
ら
、

で
き
れ
ば
育
苗
用
の

「
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
」
等
を
利
用
し
、
室
内
の

通
風
を
よ
く
し
て

「
ハ
ウ
ス
」
内
に
適

宜
積
み
重
ね
て
、
自
然
乾
燥
す
る
方

が
理
想
的
で
す
。

脱
粒
、
調
製

刈
取
り
乾
燥
後
は
、
脱
穀
機
で
脱

粒
し
、
フ
ル
イ
や
ト
ミ
に
よ
り
ま
ざ

リ
も
の
、
虫
食
粒
等
を
除
い
て
袋
に

詰
め
ま
す
。
さ
や
の
含
水
率
が
二

O

い
が
大
幅
に
遅
れ
る
場
合
は

農
業
改
良
普
及
所
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

主
な
注
意
事
項
は
以
上
の
と
お
り

農
協

で
す
が
細
部
に
つ
い
て
は
最
寄
り

ま
す
。

の
農
協
ま
た
は
農
業
改
良
普
及
所
に

農
業
経
済
課
金
融
係

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お

宮
三
一

l
四
一
一

県
で
は
農
業
経
済
課
が
担
当
し
て
い

内
線
五
六

不
iWJ 

訂
以
内
で
あ
れ
ば
脱
穀
作
業
が
し
ゃ

す
く
、

そ
れ
よ
り
水
分
が
多
い
と
脱

粒
歩
合
が
低
く
な
り
、

脱
穀
作
業
が

現
段

麦

の

は種

11 

準備

ほ
場
の
排
水
と
集
団
化

作
付
け
に
当
た

っ
て
は
排
水
の
良

い
ほ
場
を
選
び
、
耕
起
、
整
地
作
業

の
前
に
、
隣
接
田
か
ら
の
浸
透
水
や

雨
水
等
が
は
場
内
に
た
ま
ら
ぬ
よ
う

み

と

に

「
ハ
イ
プ
」
等
を
利
用
し
、

「
水
口

坑
」
を
低
く
し
て
、
水
を
流
れ
や
す

く
し
ま
す
。
耕
起
、
整
地
し
た
後
、

は
場
の
周
囲
に
排
水
溝
を
掘

っ
て
浸

透
水
の
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
は
場
が
分
散
し
て
い
る
と
機

械
化
作
業
の
能
率
が
悪
く
、
成
熟
期

に

「
ス
ズ
メ
」
等
の
被
害
を
受
け
や

す
い
か
ら
、
作
付
け
に
当
た

っ
て
は

で
き
る
だ
け
は
場
を
集
同
化
し
て
く

く
だ
さ
い
。

は
種
期
と
は
種
量

は
種
の
適
期
は
大
、
小
麦
と
も
に

B 

無くそう農作業事故

困
難
に
な
り
ま
す
。
自
動
式
動
力
脱

穀
機
を
使
う
場
合
は
「
排
ジ
ン
量
」

を
最
大
限
に
調
製
し
、
回
転
数
を
一

こ
さ
ど
zウ

分
間
三
五

O
回
位
に
し
て
扱
胴
の
間

隔
を
最
大
に
す
れ
ば

粒
の
破
損
が

少
な
く
て
安
全
で
す
。

s 

跡下け秋
作匂j い播

でかむ性
はらぎ W
十十等 1
月月 '-.-/ V 

中上の (
句句品例

は・カミ て、、 干重 え
種ら、では

量下大は大
は 旬豆、麦

大に等九べ
は・の月ん

精
選
種
子
を
風
呂
湯
(
大
麦
は
四
二

度

C
小
麦
で
は
四
六
度

C
)
に
十
時

間
浸
漬
し
て
か
ら
、
水
を
切

っ
て
蔭

干
に
し
、
濡
れ
た
種
子
を
直
接
ま
か

ぬ
よ
う
に
し
ま
す
。

種
し
て
く
だ
さ
い
。

小
麦
と
も
に
早
ま
き

(
九
月
下
旬
ま

さ
)
で
は
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
十
話

風
呂
湯
浸
法
の
際
、
消
火
し
て
風

以
内
に
と
ど
め

晩
ま
き

(
十
月
中

呂
の
「
ふ
た
」
を
六

1
十
で
あ
け
て

お
き
、
処
理
終
了
時
の
温
度
が
約
二

八
度

C
に
な
る
の
が
理
想
的
で
す
。

温
度
が
高
過
ぎ
た
り
、
浸
湯
時
聞

が
長
過
ぎ
る
と
、
発
芽
障
害
を
起
こ

旬
以
降
)
で
は
十
ア
ー
ル
当
た
り
十

二
誌
を
目
や
す
と
し
ま
す
。

種
麦 子
の の
黒ij肖
穂、は 書
病:
と
斑f
葉t
f丙:
を
予
防
す

し
や
す
い
か
ら
注
意
を
要
し
ま
す
。

る
た
め
、

風
呂
場
浸
法
を
行
い
ま
す
。



今
年
七
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
の

一
週
間
、
日
本
医
師
会
が
将
来
の
医

薬
分
業
の
布
石
と
し
て
、

「
第
一
次
院

医

薬

分

業

と

は

こ
の
院
外
処
方
せ
ん
発
行
と
は
ど

ん
な
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、

「一
医

ま
せ
ん
。

療
機
関
で
は
、
く
す
り
の
調
剤
は
し

処
方
せ
ん
を
発
行
す
る
の

で
、
街
の
薬
局
へ
処
方
せ
ん
を
持
参

し
て
そ
こ
で
調
剤
し
て
も
ら
い
な
さ

ぃ
L

と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
診
療
は
医
師
、
薬
の
調

剤
は
薬
剤
師
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
医

薬
分
業
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家

に
分
担
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

分
業
と

医

薬

分

業

に

な

れ

ば

便
さ
が
生
じ
る
こ
と
。

の
違
い

外
処
方
せ
ん
発
行
強
調
週
間
」
を
実

施
し
た
こ
と
は

ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

て
、
医
療
の
適
正
化
と
合
理
化
を
図

り
、
医
療
の
向
上
に
役
立
て
よ
う
と

す
る
制
度
で
す

欧
州
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
な
ど
多

く
の
国
で
は

す
で
に
医
薬
分
業
が

定
着
し
て
お
り
ま
す
が

日
本
で
は

医
師
か
ら
薬
を
も
ら
う
こ
と
が
慣
習

と
な

っ
て
お
り
、
医
薬
分
業
と
い
う

言
葉
に
な
じ
み
が
薄
か
っ
た
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

『
」
十
品
、

み

な医
さ薬
ん分
に業
とに
つ な
てつ
ど・た
う・場
な・合

さ
て

保
険
調
剤
の
で
き
な
い
薬
局
も
あ
る

保
険
調
剤
と
は
何
か
と
い
い
ま
す

と
、
診
療
医
師
が
患
者
に
処
方
せ
ん

を
交
付
し
、
保
険
薬
局
に
お
い
て
・
謝

剤
す
る
も
の
を
い
い
ま
す

と
こ
ム
ノ

医薬分業になると

医
薬
分
業
の
長
所

①
医
と
薬
の
専
門
技
術
の
分
離
で
す

か
ら
、
薬
剤
師
に
よ
る
処
方
内
容
の

確
認
と
品
質
管
理
が
行
わ
れ
る
た
め

安
全
性
の
高
い
調
剤
が
期
待
で
き
、

服
用
方
法
や
副
作
用
な
ど
に
つ
い
て

も
十
分
説
明
と
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
医
師
と
薬
剤
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
協
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

の
向
上
が
図
れ
ま
す
。

③
処
方
せ
ん
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、

患
者
さ
ん
は
自
己
の
疾
病
治
療
に
対

す
る
自
覚
と
責
任
が
高
ま
り
ま
す
。

④
薬
局
へ
行
き
調
剤
し
て
も
ら
う
、

こ
れ
に
よ
り
薬
局
が
自
由
に
選
択
で

き
ま
す
。

処
方
せ
ん
と
は

医
師
、
歯
科
医
師
が
診
療
し
て
い
る

患
者
に
必
要
な
薬
の
品
名
、
介
量
、

用
法
用
量
な
ど
を
書
き
、
署
名
ま
た

は
捺
印
し
た
文
書
で
す
。

が
、
薬
局
が
す
べ
て
保
険
薬
局
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

保
険
調
剤
で
き
る
薬
局
は
薬
局
の

許
可
を
受
け
て
、

さ
ら
に
保
険
薬
局

の
指
定
を
受
け
た
り
」
こ
ろ
で
す
。

こ

の
薬
局
で
調
剤
し
て
も
ら
っ
て
初
め

て
保
険
の
適
用
に
な
る
の
で
す
。

保
険
薬
局
で
は

「
保
険
調
剤
」
の

( 薬局と薬庖の違い 】

薬種商販売業とは

医
薬
分
業
の
問
題
点

①
診
療
所
か
ら
薬
局
へ
足
を
運

、
ふ
不

②
費
用
負
担
が
保
険
制
度
上
、
一
知
期

的
に
み
る
と
若
干
高
く
つ
く
な
ど
が

生
じ
て
き
ま
す
。

処
方
せ
ん
は
保
険
が
適
用
さ
れ
る

保
険
調
剤
で
き
る
薬
局
ヘ

さ
て

処
方
せ
ん
を
受
け
た
ら
、

次
頁
の
か
こ
み
を
参
照
し
て
く
だ
さ

「
ど
こ
で
薬
を
調
剤
し
て
い
た
だ
く

し、

か
」
に
な
り
ま
す
と
、

「薬
局
と
薬

法
律
上

屈
の
違
い
が
わ
か
ら
な
い

」
と
い
う

「薬
局
」
と
い
う
名
称

は
薬
局
だ
け
に
許
さ
れ
、
他
の
版
売

業
者
は
こ
の
看
板
は
掲
げ
る
こ
と
か

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
通
常

「
O
O薬

局
」
と
あ
れ
ば
薬
局
で
あ
リ
、
「
ム

ム
薬
庖
」
と
か

「×

×
薬
房
」
と
あ

守口

こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

H
H
処
方
せ
ん
を
受
け
た
ら
保
険
調
剤

で
き
る
薬
局
(保
険
薬
局
)
で
調
剤
し

て
も
ら
う

l
の
で
す
。

(薬
局
と
薬
屈
の
追
い
に
つ
い
て
は

れ
ば
販
売
業
者
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

表
示
板
を
掲
げ
る
こ
と
に
な

っ
て
お

り
、
通
常
、
見
易
い
大
き
な

「
保
険

調
剤
」
の

貼
り
紙
が
貼

っ
て
あ
リ
ま

聞
を
行
う
と
い

っ
て
お
り
ま
す
の
で

す
。

今
後
は
受
け
入
れ
側
で
あ
る
薬
局
の

整
備
が
図
ら
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う

し
、
医
療
の
方
向
と
し
て
医
薬
分
業

が
進
展
す
右
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
医
薬
分
業
と
薬
局

・
薬
屈
の

*
 

お
わ
り
に

日
本
医
師
会
で
は
、
第
二
次
、
第

違
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

三
次
の

「
院
外
処
方
せ
ん
」
発
行
週

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

この営業は薬剤師でなくとも

一定の要件が揃えばできますが、

指定された薬や毒薬・劇薬など

の多くは販売することが禁じら

れています。

これは駅の構内とか山間僻地

などで極めて限られた種類のく

すりだけを販売することができる

営業です。

オオ

みなさん、ご承知のように富

山のくすりとしてよく知られて

いるもので薬局・薬庖と違い、

その販売方法が各家庭への置き

ぐすりという形をとり、庖舗に

よる販売は行えません。

配置販売業とは

榊 j販売業とは

くすりを販売できる者は県知

事が許可したもので薬局と、医

薬品販売業として一般販売業、

薬種商販売業、配置販売業、特

例販売業の四種類があります。

通常、薬局と配置販売業以外の

販売業を薬広と称しています。

薬局とは

薬局とは、調剤室をもち、薬

剤師がいて、医師の処方せんに

よる調剤ができる所であり、同

時にくすりの販売もできること

になっています。

なお、薬庖では調剤はできま

せん。

一般販売業とは

この営業は薬局と同じく薬剤

師が必ずいなければなりません

が、薬局との違いは調剤室がな

いことです。



む
か
し
¥
む
か
し
あ
つ
だ
と
。

魚
津
の
山
手
の
万
に
¥
い
疋
ず
ら
を
す
る
ム
ジ
ナ

が
す
ん
ど
つ
だ
そ
う
な
。
と
き
ど
き
あ
ら
わ
れ
て
¥

人
間
を
だ
ま
い
て
困
ら
せ
だ
。

あ
る
日
¥
村
の
じ
い
じ
、
ガ
¥
山
へ
柴
刈
り
に
い
っ

と
っ
た
と
。
三
束
ほ
ど
刈
っ
て
休
ん
ど
つ
だ
ら
¥
ガ

サ
J

ゑ』

サ
ガ
サ
と
立
目
、
ガ
し
て
¥
ム
ジ
ナ
ガ
一
尾
出
て
き
だ
。

じ
い
じ
に
向
こ
て
¥

つ
じ
い
さ
¥

い
ま
あ
ま
え
さ
に

じ
い
さ
¥

あ
ら
¥

化
け
て
見
せ
る
さ
か
え
¥
見
っ
し
ゃ
い
ま
」
と
い
っ

?三
見
と
る
と
¥
な
か
な
か
う
ま
い
こ
と
自
分
の
姿
に

化
け
た
も
ん
で
¥
ほ
め
て
や
つ
だ
。

す
る
と
ム
ジ
ナ
は
得
意
に
な
っ
て
ま
だ
い
う
だ
。

「
そ
ん
な
ら
¥
こ
ん
ど
は
あ
ま
え
さ
の
家
へ
い
っ
て

ば
あ
さ
は
び
っ
く
り
し
て

(
お
ら
と
こ
の
じ
い
さ
が
二
人
ご
ざ
る
わ
け
が
な

い
が
に
な
あ
¥
こ
り
ゃ
変
、
だ
ぞ
)
と
思
う
て
¥
二
人

の
顔
を
見
く
ら
べ
て
み
定
。

ひ
と
り
の
じ
い
さ
の
自
は
¥
十
生
の
方
、
ガ
片
目
っ
こ

に
な
っ
と
る
し
¥
も
う
ひ
と
り
の
じ
い
さ
の
目
は
、

石
の
方
、
ガ
片
目
っ
こ
に
な
っ
と
る
の
で
¥
石
の
方
の

片
目
っ
こ
、
ガ
¥
う
ち
の
じ
い
さ
、
だ
と
す
ぐ
わ
か
っ
芝
。

ば
あ
さ
は
¥
二
人
を
い
ろ
り
ば
だ
に
仲
よ
く
坐
ら

せ
て
¥
餅
と
そ
れ
に
よ
く
似
た
白
い
石
と
二
つ
¥山灰

火
の
中
に
入
れ
だ
。

や
が
て
¥
よ
い
匂
い
が
し
て
焼
け
た
の
で
¥
ほ
ん

と
の
餅
を
う
ち
の
じ
い
さ
に
や
り
¥
石
の
焼
け
だ
の

を
も
う
ひ
と
り
の
じ
い
さ
に
や
つ
だ
。

二
人
と
も
口
へ
入
れ
だ
が
¥
焼
け
た
石
を
ほ
ぼ
ば

つ
だ
じ
い
さ
は
¥

「
あ
ち
ち
¥
ち
っ
ち
っ
し
と
大
声
を
出
い
て
と
び

あ
が
っ
だ
。

そ
し
て
¥
ム
ジ
ナ
の
正
体
と
な
っ
て
で
か
い
尾
ん

び
を
出
い
た
。

じ
い
さ
と
ば
あ
さ
は
¥

あ
は
は
と
大
笑

あ
は
は
¥

い
し
だ
。

ム
ジ
ナ
は
¥
は
ず
か
し
な
っ
て
逃
げ
て
い
こ
う
と

し
だ
。

解
説

か
ん
・

石
崎
直
義

こ
れ
は
魚
津
市
の
民
話
で
あ
る
。

動
物
と
人
閉
め
交
流
が
、
善
意
に
語

ら
れ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。

全
国
的
に
も
、
こ
れ
に
似
た
話
が

あ
っ
て
、
動
物
愛
の
心
が
お
の
ず
か

ら
生
ま
れ
る
。

え

-
久
米
宏

一

-
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
対
話
の
ぺ

i
ジ
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

ば
あ
さ
に
こ
の
か
つ
こ
う
を
見
て
も
ら
お
う
か
L

ど
つ
だ
ぞ
し
と
い
つ
だ
。

ば
あ
さ
は
¥
い
ろ
り
ば
た
に
お
っ
て

コ
つ
ん
う
ん
¥

や
っ
て
み
る
こ
っ
ち
ゃ
。
、
だ
け
ど

う
ま
い
こ
と
だ
ま
せ
る
か
な
し
と
い
っ
て
や
つ
だ
。

「
お
う
お
う
¥

ご
苦
労
じ
ゃ
つ
だ
。

腹
、
ガ
ヘ
つ
だ

ム
ジ
ナ
は
柴
を
三
束
か

つ
い
で
¥
じ
い
さ
の
、

ろ
う
さ
か
え
¥
餅
で
も
や
い
て
あ
げ
る
わ
い
し
と
い

い
ろ
り
の
中
の
炭
火
を
お
こ
し
に
か
か
つ
だ
。

っ
て

そ
こ
へ
ま
だ
¥
ほ
ん
ま
の
じ
い
じ
、ガ
¥

寸
お
い
¥
ば
あ
さ
¥
お
ら
¥

い
ま
も
ど

下
り
て
い
つ
だ
。

と
い
っ
て
入
っ
て

き
だ
。

家
に
着
い
だ
。

v 

お
ら
¥

ム
ジ
ナ
を
か
わ
い
そ
う
に
な
り
¥

J
」
れ
こ
れ
¥

ム
ジ
ナ
や
¥
こ
れ
か
ら
は
、

人
を
だ
ま
す
な
よ
。
悪
さ
を
も
う
と
う
せ

ん
が
な
ら
¥
こ
の
餅
を
分
け
て
や
る
か
ら
、

食
べ
て
い
く
こ
っ
ち
ゃ
L

と
い
っ
て
¥
ほ
ん
と
の
餅
を
い
く
つ
も
焼
い
て
¥

三
人
仲
よ
く
話
し
疋
と
。

議ぷh

f 

そ
れ
か
ら
は
¥
ム
ジ
芦
l

悪
さ
せ
ん
よ
う
に
な
っ
芝
、
ガ
じ
ゃ
。

話
し
ゃ
¥
こ
れ
で
あ
っ
し
ま
い
。



裁
判
と
は

示
談
で
も

調
停
で
も

ど
う
し

て
も
解
決
で
き
な
い
と
き
最
後
に
残

さ
れ
た
方
法
は
裁
判
で
す
。

般

裁
判
は
長
く
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
の
裁
判
は

で
き
る
だ
け
早
く
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
早
い
も
の
は
六
カ
月
、
お
そ

く
と
も
一
カ
年
以
内
で
解
決
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

0
仮
処
分

損
害
賠
償
の
話
し
合
い
が
つ
か
ず

被
害
者
や
そ
の
家
族
が

そ
の
日
の

生
活
や
治
療
費
の
支
払
い
に
困
る
よ

う
な
場
合
は

裁
判
所
に
仮
処
分
を

付
け
な
け
れ
ば
使
用
は
も
ち
ろ
ん、

登
録
や
検
査
も
受
け
さ
せ
な
い
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
を
自
賠
責
保
険

(強
制

保
険
)
と
い
い
、
保
険
会
社
が
加
害

者
に
代
り
、
被
害
者
に
で
き
る
だ
け

早
く
一
定
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

保
険
で
補
償

さ
れ
る
損
害

こ
の
保
険
で
補
償
さ
れ
る
の
は

自
動
車
の
運
行
中
他
人
に
与
え
た

死
亡
と
ケ
ガ

の
損
害
で
す
。
従

っ
て

物
損
事
故
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
故
を
起
こ
し
た
加
害
者
側

の
、
車
の
運
転
者
と
車
の
保
有
者
は

除
外
さ
れ
ま
す
。

保
険
金

-
死
亡
の
と
き

開
死

t
ま
で
の
補
償

死
亡
す
る
ま
で
の
治
療
費
な
ど
最

高
一

二

O
万
円
ま
で
。

叩
死
亡
に
よ
る
補
償

-
先
月
号
で
紹
介
し
定

「
損
害
賠
償
の
解
決
」

の
つ
づ
き

申
請
し

さ
し
あ
た

っ
て
必
要
な
生

活
費

・
治
療
費
な
ど
の
支
払
い
を
命

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ

の
場
合
に
お
け
る
申
し
立
て
側
の
い

い
分
を
認
め
る
疎
明
資
料
が
必
要
で

す
。た

と
え
ば
、

-
交
通
事
故
証
明
書

(
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
富
山

県
事
務
所
発
行
の
も
の

-
診
断
書

取
扱
い
医
師
)
・
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票

(
給
与
証
明

・
民
生
委
員

の
証
明

)
な
ど
で
す
。

裁
判
費
用

裁
判
に
は
い
ろ
い
ろ
な
費
用
が
い

り
ま
す
が

裁
判
所
に
納
め
る
も
の

噂

由

被
害
者
の
逸
失
利
益
、
被
害
者
と

近
親
者
の
慰
謝
料
・
葬
祭
料
な
ど
を

含
め
て
最
高
二
、
0
0
0
万
円
ま
で
。

-
ケ
ガ
の
と
き

次
の
間
な
い
し
叫
に
対
し
合
計
最

高
一
二

O
万
円
ま
で
。

関
救
助
捜
索
費

谷
や
川
に
転
落
し
た
場
合
な
ど
の

救
助

・
捜
索
の
た
め
に
要
し
た
費
用
。

州
治
療
関
係
費

入
院

・
通
院
の
治
療
費

・
付
き
添

い
看
護
費

・
諸
雑
費

・
交
通
費
な
ど

治
療
に
必
要
な
費
用
。

間
休
業
補
償
費

一
日
に

つ
き
二
、
五

O
O
円
を
越
え

る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
一
日

に
つ
き
九
、

0
0
0
円
を
限
度
と
し

て
、
そ
の
実
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

加害者が被害者のために治療

費 ・休業補償費などを支払った

場合は、その領収書その他必要

書類を添えて保険会社に保険金

の請求ができ ます。

加害者請求

と
し
て
は

ま
ず

訴
状
に
貼
付
す

ほ
と
ん
ど
が
弁

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
規
定
に
よ
る

と
、
費
用
は
最
高
訴
訟
額
の
三
割
以

め
て
難
し
い
の
で

る
印
紙
代

・
訴
状
の
副
本
を
相
手
方

護
士
に
事
件
を
依
頼
し
て
い
る
の
が

に
送
る
郵
便
料
な
ど
が
必
要
で
す
。

実
情
で

こ
の
場
合
に
要
す
る
費
用

内
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
交
通
事
故
発
生
後
三
年
経
過

と
し
て
は

す
る
と

原
則
と
し
て
損
害
賠
償
請

求
権
は
時
効
に
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
費
用

弁
護
士
費
用
に
つ
い
て
は

法
律

知
識
に
乏
し
い
人
が
、
法
廷
で
定
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従

っ
て

自
己
に

有
利
な
主
張
を
し
て
争
う
こ
と
は
極

(
強
制
保
険
)

自
賠
責
保
険

交
通
事
故
に
あ
い

加
害
者
に
支

払
い
能
力
が
な
い
と
き
は

被
害
者

は
何
の
賠
償
も
受
け
ら
れ
ず
泣
き
寝

入
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
政
府
は
す
べ
て
の
加
害

者
に
あ
る
程
度
の
支
払
い
の
能
力
を

も
た
せ
て
被
害
者
を
保
護
す
る
た
め

に
、
法
律
で
、
車
に
は
責
任
保
険
を

休
業
損
害
の
対
象
と
な
る
日
数
は

同
慰
謝
料

同
後
遺
傷
害
の
補
償

実
休
業
日
数
を
基
準
と
し
、
被
害
者

ケ
カ
に
対
す
る
精
神
的
な
損
害
で

ケ
ガ
の
た
め
不
具
に
な

っ
た
り

の
傷
害
の
態
様

・
実
治
療
日
数
そ
の

治
療
期
間
中
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
日

数、

一
日
に
つ
き
二
、

三

O
O
円
の

労
働
力
が
低
下
し
て
収
入
が
減

っ
た

他
を
勘
案
し
て
治
療
期
間
の
範
囲
内

場
合
の
損
害
で
、
慰
謝
料
等
も
含
め

て
最
高
額
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

で
認
め
ら
れ
ま
す
。

d

割
合
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

後遺障害等級別保険金額

等 年及 保険金額

第 1 級 2，000万円

第 2 出及 1，776万円

第 3 級 1，567万円

第 4 級 1，373万円

第 5 級 1，179万円

第 6 級 1，000万円

第 7 キ及 836万円

第 8 級 672万円

第 9 年及 522万円

第 10 級 403万円

第 11 級 299万円

第 12 級 209万円

第 13 級 134万円

第 14 キ及 75万円

仮渡金の請求

被害者が死亡またはケガのた

めに治療費や生活費に困った場

合、当座の出費にあてるため、

保険金の一部を前払い請求する

ことができます。仮渡金額は、

0死亡したとき 160万円

0ケガのとき傷害の軽重により

5万円 ・20万円 .40万円の3

段階に分かれております。

被害者請求

加害者に誠意がなかったり、

支払い能力かなくて賠償金が受

けられない場合に、被害者が加

害者の加入し ている保険会社に

直接保険金が請求できます。

14 

⑪本表は昭和53年7月1日以降に発生した後遺障害に適用する

15 



資料出所. 労働省「毎月勤労統計調査」

(事業所規模30人以上)

@ 35、40年はサービス業を除く産業計、

45年以降はサービス業を含む産業計。

月間総実労働時間(産業計)の推移とその内訳図 2

総実労働時間に占める

所定外労働時間の割合

174.7 

12.0 

202.7 

時 200
問

労働省から中央労働基準審議会の建議

を 受 け て 「 労 働 時 間 対 策 の 進 め 方 に つ い

て」労働事務次官通達が次のように出さ

れました。

県と労働基準局では、この問題に取り

来且むこととしておりますが、これには、

経営者 との労働者の皆さんの深い理解と

自主的努力が何よりも重要です。

唱

160 

労働時間の短縮の必要性

.自由時間の増大による労働者生活の

質の向上

.国際的な協調の推進

.雇用の場の確保

吋

日

一
年
生
一

リ

に
つ

い
て
も
定

残
業
時
間
を
短
か
く
し
よ
う

-
長
す
ぎ
る
所
定
外
労
働
時
間
を
減

ら
す
た
め
、
三
六
協
定
を
結
ぶ
労
働

め
る
。

者
側
の
代
表
を
適
正
に
選
び
、
協
定

時
間
を
一
日
当
り
の
み
で
な
く
、

-
予
備
直
の
な
い
不
合
理
な
交
替
制

や
、
ひ
ん
ぱ
ん
な
深
夜
労
働
と
い
相
五
吊

的
な
所
定
外
労
働
を
な
く
す
る
。

0.6+1 
16.4 ;: 刈I(42:00) 

i! 1":;111 (41 55: 

× 

(42:37) 

(45・05)

(各年9月末現在)週所定労働時間階級別労働者数の割合

企業規模計

昭和45年

育
給
休
暇
を
も
っ
と
取
ろ
う

日北年
51 
年

50 
年

45 
年ω年

昭 35
和年

(51年6月30日以前の最近の休暇年度)

資料出所. 中労委事務局

「労働時間 ・休 日 ・休暇調 査」

@ 対象企業は、資本金 5億円

以上J 従業員 1，000人以上

の企業カ、ら選定されたもの。
71.0% 

図 1

100% 

図 4

年次有給休暇の利用状況

|人当たり利用日数(12.5日)

年次有給休暇消化率別労働者数の割合

50%以上 30%以上 (52年7月以前の最近の休暇年度)

50%未満 30%未満

資料出所・ 労働省「勤労者の

職業生活に 関する意識調査」

③ 有給休暇のない者 及か不明

の者を除いたものの割合であ

る。

図 3

50 

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
は
、
各
企
業
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
期
的
・
一
律
的
に
解
決
を
図
る
こ
と

は
困
難
で
す
が
、
こ
の
際
実
質
的
に
労
働
時
間
の
短
縮
を
進
め

る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
す
。

経
営
者
の
皆
さ
ん
も
、

労
働
者
の
皆
さ
ん
も
、
長
期
的
展
望

に
立
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

(39:47) 1，000人以上

100-999人

30-99人

-
年
次
有
給
休
暇
を
取

っ
た
こ
と
が

図
1
・
図
2
参
照

100% 

16 

50 

(企業規模30人以上)資料.労働者「賃金労働時間制度総合調査」

精
皆
勤
手
当
や
賞
与
の
額
に
不
利
益

-
年
次
有
給
休
暇
が
取
り
や
す
い
よ

う
に
、
事
業
場
な
い
し
部
門
ご
と
に

な
取
扱
い
と
な
ら
な
い
よ
う
改
善
す

る

作
る
。

各
労
働
者
の
有
給
休
暇
取
得
計
画
を

|∞% 

1.5 

週
休

図
3

・
図
4
参
照

一
日
制
を
普
及
し
よ
う

-
個
々

の
労
働
者
に
と

っ
て
、
連
続

し
た
休
日
と
適
正
な
周
期
ご
と
に
日

-
完
全
週
休
二
日
制
を
目
標
に
し
て

計
画
的

・
段
階
的
に
進
め
る
。

曜
日
が
休
日
と
な
る
よ
う
工
夫
す
る
。

週休制の形態別労働者数の割合(52年9月末現在)

そ
の
他
。

50 

図 5

(図

5
参
照

l∞% 

17 

(企業規模30人以上)

50 

資料. 労働省「賃金労働時間制度総合調査」
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なんでも話し合える

明るい家庭

.・ -)~ ・

少
年
の
家
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

八
月
か
ら
九
月
に
多
い

少
年
の
家
出

昨
年
高
校
一
年
生
ご
六
歳
)
の

女
子
三
人
が
、
夏
休
中
、
デ
ィ
ス
コ

音
楽
を
聞
か
せ
ゴ

|
ゴ
l
ダ
ン
ス

な
ど
を
す
る
庖
)
な
ど
に
出
入
り
す

る
う
ち
に
遊
び
ぐ
せ
が

つ
き
、
勉
強

が
い
や
に
な

っ
て
休
み
あ
け
を
前
に

し
て
家
出
し
、
千
葉
県
内
の
パ
ー
で

ホ
ス

テ
ス
を
し
て
働
い
て
い
た
の
を

幸
い
発
見
さ
れ
、
保
護
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
例
か
ら
み
て
も
夏
休
み
中
に

つ
い
た
遊
び
く
せ
や
、
不
良
友
達
と

の
つ
き
あ
い
、
あ
る
い
は
異
性
と
の

交
際
等
か
ら
生
活
行
動
が
乱
れ
、
非

-日時
10月15日目
10 : 00 -16 : 30 
・場所
富山県民会館
富山城虻公園一帯

・主催
JYF実行委員会
富山県
富山県教育委員会
青少年育成富山県民会議

行
に
走

っ
た
り
、
家
庭
や
学
校
、
職

場
を
嫌

っ
て
家
出
す
る
少
年
が
多
く

な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年

一
年
間
に
家
出
し
た
少
年
は

県
下
で
二

O
九
人
で
す
が
、

ち
八
月
に
は
二
七
人
、
九
月
に
は
二

二
人
と
、

ほ
か
の
月
の
二
倍
近
く
に

も
な

っ
て
い
ま
す
。

捜
す
よ
り
家
出
さ
せ
な
い
親
山

少
年
の
家
出
を
防
ぎ
、
家
出
少
年

を
一
刻
も
早
く
発
見
保
護
す
る
た
め

に
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

*
家
庭
で
は

・
親
子
が
な
ん
で
も
話
し
あ
え
る
明

そ
の
う

る
い
家
庭
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し

て
み
る
こ
と
で
す
。

あ
れ
ば
‘
そ
の
原
因
を
よ
く
調
べ

*
地
域
の
み
な
さ
ん
は

旅
館

・
喫
茶
庖

・
飲
食
庖

・
風
俗

営
業
、
・
駅
・
公
固
な
ど
は
家
出
少

ド
ロ
ボ
ウ
の
捜
査
に
ご
協
力
を
。

番
こ
わ
い

の
で
す
。

だ
れ
に
も
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

細
心
の
注
意
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、

盗
み
の
最
中
を
発
見
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
盗
む
前
に
そ
の
付
近
を

う
ろ
つ
い
た
り
、
逃
げ
る
途
中
思
い

が
け
ず
人
に
出
会
い
、
ま
た
人
影
を

感
じ
た
り
し
て
姿
を
か
く
す
予
」
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

つ
い
先
日
も
、

小
矢
部
市
の
主
婦

が
家
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
隣
り

の
家
の
路
地
か
ら
出
て
き
た
男
が
、

奥
さ
ん
の
姿
を
見
て
急
に
塀
に
か
く

れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
た
奥
さ
ん
が

あ
や
し
い
と
思
い
、
す
ぐ
一
一

O
番

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
か
け
つ
け

山
町
下
の
背
少
年
が

一
堂
に
集
う
年
に

一
一
山
の
若
者
の
祭
典
、
ジ
ャ
ン
ボ

・
ヤ

ン
グ

・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
八
I

年
で
第

六
回
目
を
迎
え
ま
す

自
然
の
忠
み
に
尚
ち
た
こ
の
す
ば
ら

し
い
郷
土
の
未
米
を
築
く
山
少
年
い
か
、

た
警
察
官
が
こ
の
男
を
と
ら
え
て
調

べ
て
み
る
と
、
な
ん
と
東
海
、
北
陸

習
犯
で
し
た
。

地
方
を
荒
し
回

っ
て
い
る
空
巣
の
常

盗
み
の
現
場
を
見
て
お
ら
れ
な
く

た
ら
遠
慮
な
く

一

て
も
結
構
で
す
。
あ
や
し
い
と
思

っ

一
O
番
し
て
く
だ

年
の
よ
く
立
ち
寄
る
場
所
で
す
。

家
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
少
年
を
み
か
け
た
ら
、
す

ぐ
警
察
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
い
。
「も
し
間
違

っ
て
い
た
ら
・:
」

な
ん
て
尻
ご
み
さ
れ
ず
、
人
相
や
車

の
ナ

ン
バ
ー

(
下
二

ケ
タ
だ
け
で
も
)

な
ど
を
メ
モ
し
て
い
た
だ
く
と
、
ド

ロ
ボ
ウ
を
と
ら
え
る
重
要
な
手
が
か

り
に
な
り
ま
す
。

守巴

大
切
な
品
を
盗
ま
れ
た
と
き
、
ド

万一のときの

ご用仙

『‘~

ロ
ボ

ウ
か
ら
そ
れ
を
と
り
も
ど
す

の
に
一
番
決
め
手
に
な
る
の
は
、

そ
の
品
物
の
記
号
や
番
号
、
特
徴

が
は

っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

自
転
車
は
販
売
広
ま
た
は
自
動
車

仲
間
を

バ

|

庖
で
防
犯
登
録
し

ス
テ

ッ
カ
ー

ト
品
、
「ノ
。

こ
ど
も

の
言
葉
使
い
や
、
態
度

服
装
・
化
粧
・
持
ち
物
な
ど
に
気

を
く
ば
り
、
特
に
変

っ
た
様
子
が

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら

こ
O
番
を

ド
ロ
ボ
ウ
は
、
皆
さ
ん
の
目
が
一

を
は

っ
た
う
え
メ
モ
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い

-
骨
董
品
や
指
輪
な
ど
の
貴
金
属
は

写
真
に
と
る
か
、
絵
柄
を
メ
モ
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

安
第
六
回
ジ
ャ
ン
ボ
・
ヤ
ン
グ
・

フ
ェ
ス
-
方
。ハ
ル
開
催

み
ず
か
ら
の
ア
イ
テ
ア
と
努
力
に
よ

っ

て
、
希
望
に
満
ち
て
実
地
す
る
こ

の
ジ

ャ
ン

ボ
・
ヤ

ン
グ

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

川
町
民
の
皆
さ
ん
に
す
少
年
の
健
全
育

め成
lこに

もつ

まで
た.グ〉

埋
解
と
協
力
;C 
ど

る
た

若
人
の
立
れ
を
心
す

た
め
に
も
、

こ
の
つ
ど
い
に
は
み
ん
な

お
立
い

の
述
引
肢
を
い
い
川
め
、

っ
く
り
、
と
も
に
千
を
つ
な
い
で
明
る

で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

.講演会

.団体・サーフル紹介

コープ

.戸ンケートコーナー

.屋外美術展

.献皿コナ

.踊りのJーナ

.音楽のJーナー

.ふるさとの芸能

コーナー.7)7ッションシヨ

・シャンボ ・ゴルフ

コーナー

.体刀測定コナ

.緑ときこりの

コナー

.ラシコン力一二の競演

.手造りコーナー

.戸 Jチユ戸無線

コーナー

.もちつき大会

.露巨コーナー

.落書きコーナ

.おもちゃの病院

コー+一一

⑧
③
①
②
①
⑤
 

企

4第5回の催し広場から

v 

@
O⑫
⑧
 く

前
進
し
よ
う
と
い
う
つ
ど
い
で
す

19 

自衛官募集のお知らせ

陸 ・海・空自衛官を次のとおり募集中です 0

.受け付け 常時

.資 格 満 18}議-25歳未満の男チ

.待 遇 ・特別職公務員(身分保障)

-各種専門技術の修得可能

-夜間大学(高校)通信教育受講

可能

-衣・食・住は無料支給または貸与

・初任給 83，700円

・ボーナス 年間 5カ月

.その他各種手当支給

.受け付け相談

. ~県内市役所および町村役場

.自衛隊富山地万連絡部

宮 (0764)41-3271-3 



物価どは

こ
の
「
物
価
」
を
、
客
観
的
な
数

字
(
指
数
)
に
し
て
誰
に
で
も
わ
か

る
よ
う
に
表
わ
し
た
も
の
が
「
物
価

指
数
」
で
す
。

指
数
と
は

生
産
量
と
か
販
売
額
な
ど
各
種

数
値
に
つ
い
て
、
年
々
ま
た
は

月
々
の
変
動
を
、
あ
る
時
期
を

私
た
ち
は
日
々
生
活
し
て
い
く
う

え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
や
サ
|
ビ

く
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

し
か
し
生
活
を
営
む
に
要
し
た

全
体
の
費
用
が
去
年
に
比
べ
て
ど
う

な
っ
た
か
は
、
簡
単
に
は
わ
か
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
を
購
入
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
欲
求

を
満
た
し
た
り
満
足
を
得
た
り
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
は
値
段
が
あ
り
、
値
段
は
時
と
と

も
に
変
化
す
る
の
で
、
生
活
し
て
い

く
?
え
で
、
あ
る
一
定
の
満
足
を
得
る

そ
こ
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価

格
の
変
動
が
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な

て
い
き
ま
す
。

た
め
の
費
用
も
時
と
と
も
に
変
わ
っ

影
響
を
与
え
る
か
を
総
合
的
に
み
る

た
め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
「
物
価
」

で
す
。

つ
ま
り
物
価
と
は
、
個
々
の

こ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
値
段
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
は

個
々
の
も
の
に
つ
い
て
な
ら
、
去
年

に
比
べ
て
い
く
ら
高
く
な
っ
た
、
安

商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
価
格
の
こ
と
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
全
体
を
総
合
し
た

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

司e

ー

か
し
、
こ
れ
ほ
ど
私
た
ち
の
生
活
に

第
二
に
、
値
上
が
り
品
が
中
心
に

見
ら
れ
が
ち
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
値
上
が
り
し
た
品

目
や
大
幅
な
値
上
が
り

は
私
た
ち
に
印
象
強
く

残
り
ま
す
が
、
安
定
し

のて
印し、

象る
はも
薄の

の .つ
が、し、

普て

通
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
他
、
自
分
に
関

係
の
深
い
も
の
の
値
動

き
に
は
敏
感
に
な
り
ま

す
が
、
関
係
の
あ
ま
り

な
い
も
の
に
つ
い
て
は

意
識
の
度
合
が
低
い
と

い
う
の
も
ズ
レ
の

一
つ

の
原
因
で
す
。
主
婦
な

ら
ば
、
野
菜
や
日
用
品

の
値
動
き
に
敏
感
に
な

る
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ら
ば
、
飲
み
代
や
昼
一

食
代
の
値
動
き
に
敏
感

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

。
私
た
ち
は
「
物
価
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

だ
け
で
拒
絶
反
応
を
示

し
た
く
な
り
ま
す
。
し

影
響
を
与
え
る
も
の
も
な
い
と
い
う

の
が
事
実
で
す
。

こ
の
際
物
価
と
い

一
O
Oと
し
て
比
較
す
る
叡

と
い
う
こ
と
で
す
。

「
物
価
指
数
」

も
あ
る
基
準
時
を
一

O
O
と
し
て
表

わ
し
て
い
ま
す
が
、
現
行
の
「
消
費

者
物
価
指
数
」
は
、
昭
和
五

O
年
一

年
聞
の
平
均
を

一
O
O
と
し
て
い
ま

す
。で

は
、
物
価
指
数
は
ど
の
よ
う
に

し
て
作
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
簡

単
に
言
、
っ
と

「
過
去
の
あ
る
基
準
と
な
る
年
に

購
入
し
た
商
品

・
サ
ー
ビ
ス
と
同

じ
も
の
を
、
現
在
買
い
そ
ろ
え
る

と
し
た
ら
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
か

か
る
か
」

と
い
う
考
え
方
に
た

っ
て
作
ら
れ
た

計
算
方
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。

こ
う
す
る
と
、
基
準
時
を
一

0
0

と
し
て

そ
れ
と
比
べ
て
そ
の
時
の

指
数
が
大
き
け
れ
ば
物
価
は
上
が

っ

て
い
る
、
と
わ
か
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
て
作
ら
れ
る

消
費
者
物
価
指
数
に
つ
い
て
、

「
消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
率
は

わ
れ
わ
れ
の
実
感
と
あ
わ
な
い
。

実
感
で
は
物
価
は
も

っ
と
上
が

っ

て
い
る
」

と
い
う
声
が
し
ば
し
聞
か
れ
ま
す
。

こ
れ
が
「
指
数
と
実
感
の
ズ
レ
」
と

う
も
の
を
、
も
っ
と
身
近
な
も
の
と

し
て
考
え
な
お
し
て
み
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

消費者物価指数の対前年同月上昇率(%)150 
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-10 

い
わ
れ
る
問
題
で
す
。

実
感
と
は
、

そ
の
字
の
示
す
と
お

り
「
感
じ
」
で
あ
り
、
正
確
さ
や
数

量
的
根
拠
の
点
で
問
題
が
多
く
、
ま

た
個
人
個
人
に
よ

っ
て
差
が
あ
り
ま

す
。

し
か
し
、
多
く
の
人
々
が
物
価

2 0  

指
数
を
大
幅
に
上
回
る
物
価
上
昇
を

感
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

の
ス

レ

は

ど

う

し

て

生

じ

る

の
で

し
よ
う
か
。

第

一
に
、
生
活
水
準
の
向
上
に
よ

る
支
出
の
増
加
と
物
価
上
昇
に
よ
る

支
出
の
増
加
と
を
混
同
す
る
と
い
う

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
か
ら
ハ
ム
へ
、

二

級
酒
か
ら
一
級
酒
へ
と
い
う
生
活
水

準
の
上
昇
が
物
価
上
昇
と
錯
覚
さ
れ

お
こ
げ
の
で
き
るご

は
ん
が
最
高

る

5

山
ふ
釘

都

炊

5
K
S
L
V
 

暗

唱

し

動
剛
山

自

2「
豆
を
煮
る
」

「魚
を
煮
る
」
と

は
い

っ
て
も
、

「
ご
は
ん
を
煮
る
」

と
は
い
い
ま
せ
ん
ネ
。
や
は
り

は
ん
は

「炊
く
」
の
で
す
。

こ
の

「煮
る
」
と

「炊
く
」
の
ち

が
い
こ
そ
、
わ
が
家
で
い
つ
も
お
い

し
い
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う

か
の
分
か
れ
目
な
の
で
す
。

減は
に 「 どで
す炊うは
る く ち 「
こ 」が炊
ととう く
なし、の 」

の っ て " と
にこし 「
対とよ煮
しはうる

煎いか 」

「 り 。 と
煮加 で

る
」
と
は
、
底
に
水
分
を
残
す
こ
と

を
い
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ご
は
ん

を
「
炊
く
」
と
は
前
…
リ
加
減
に
す
る

こ〉」、

つ
ま
り
底
に
水
分
を
残
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
と

い
う
こ
と
は
、
当
然
こ
げ
ま
す
。

こ

の，t'
で、る
はと
ない
く つ

て
ち も
よ真
つ っ

と黒
キに
ツこ
ネが
色す

21 

を
つ
け
る
程
度
l
こ
の
状
態
が
い
ち

ば
ん
お
い
し
い
の
で
す
。

こ
れ
は
科

学
的
に
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

せ
ん
べ
い
も
、
ほ
ど
よ
く
キ
ツ
ネ
色

に
焼
い
た
方
が
お
い
し
い
の
と
同
じ

で
す
。

昔
か
ら
、
ご
は
ん
を
「
煮
る
」
と

い
わ
な
い
で
、

「炊
く
」
と
い

っ
て

き
た
理
由
は
、
こ
の
点
に
あ
る
の
で

す:
と
い

っ
て
も
、
最
近
の
自
動
炊
飯

器
で
は
、
キ
ツ
ネ
色
に
は
炊
き
上
が

り
ま
せ
ん
、
ひ
と
工
夫
が
必
要
で
す
。

釜
の
ス
イ

ッ
チ
が
切
れ
た
ら
、
五
分

ぐ
ら

い
お
い
て
か
ら
、
も
う

一
度
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。
二
1
三
分
し

ま
す
と
、
釜
の
中
の
余
分
の
水
分
が

な
く
な

っ
て
、
底
の
と
こ
ろ
が
キ
ツ

ネ
色
に
こ
げ
る
、
お
い
し
い
ご
は
ん

が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

一
度
、
試
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
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ア月16日~8月15日-県政のうごき

た県内に 、25日ぶリに'ιを伴う 雨が

降り、街は久しぶりのおしめりに生

えをとり戻しました。

しかしこの猛暑のため、稲や聖f'菜

の立ち枯れ、カメムシなどの害虫発

生、水不足など県下に相当の被害を

出しました。

8月14日
・常願寺川にコウノトリ

国の特別天然記念物に指定されて

いるコウノトリ 1剥が、常願寺川河

口にアオサギやコサギとともに羽を

休めました。

コウノトリの姿を見ることは全国

的にも珍しいことで、県内では初め

ての7従来でした。

ア月31日
・直接請求「雇用安定条例」を否決

(臨時県議会)

県民雇用を確立する共闘会議から

直接請求のあった 「県雇用の安定に

関する条例」を審議する臨時県議会

が聞かれ、同条例案は賛成少数で否

決されました。

しかし中田知事は雇用問題につい

ア月29日
・第2回スポーツ大学校開校

昨年から始めたスポーツ大学校は

県内のスポーツ熱に拍車をかけてお

り、今年はノ〈レーボール、町'.f.求、卓

球、サ ッカ一、軟式庭球にそれぞれ

一流の指導者を招き開催する計画を

たて、開校第 1日目のこの日は、東

洋の魔女といわれた東京オリンピ ッ

ア月17日.r勤労者いニいの村」

財団法人発足
富山勤労者いこいの村は、婦中町

細谷に造成中で、来年 5月オープン

'" 

，10 

戦後33年の 8月12日、日本と中国

の事実上の和解ともいえる日 中平和

友好条約が調印されました。この意

義ある年の33回終戦記念日 、第16回

高山県戦没者追悼式は、県民会館に

遺族ら関係者約 1，000人が参列、し

めやかに戦没者のめい悩を祈り 、半

干日への誓いを新たにしました。

なおこの日、 「英霊にこたえる会

富山県本音ISJか、発足しました。

し、」 と、シ ュノーケル使用禁止を通

達しました。

ア月28日
・健康増進センター

54年着工・56年オープン

県民のあらゆる世代の基本的な健

康づくりの中核的施設として、富山

市略川に建設を予定している県健康増

進センターは、 54年 8月に着工、56

年 4月にオープンする考えが、同セ

ンター基本構想調査研究会委員会の

第 2回会合の席上で明らかにされま

した。

施設は、健康増進、総合健診、健

康教育の 3部門を中心に、鉄筋コン

クリー ト4階建、地下 l階、建坪延

べ約9，000平方fzの面積になる予定。

習慣や社会性、道徳心などが欠けて

いるといわれ、その原因の一つは、

家庭の くしつけ〉教育不足にあると

して作成したも のです。写真はその

リーフレ ッ ト。全世帯に配布します。

て、 「雇用の安定確保を図ることは

県政の最も重要な課題の一つであリ

最大限の努力を惜しまない」と述べ

ました。

8月2日
・高岡で戦後最高の気温

39.4度を記録(PM1: 10) 

九州地方を除く日本列島の気温は

軒並みに急上昇し、高岡市の伏木iWJ

候所で午後l時10分、全国最高の39.4

度を記録しました。これは日本の戦

後最高の暑さで、気象庁観測史上第

4位の異状高温でした。

日
時

怠
恥
d
u

『
/
一
見

r
ζ

時

一

月
間
ケ

ア
・

.シュノーケルを有害がん具に

海水浴中に海にもぐるときに使う

シュノーケルは 、子供たちの間で人

気ヵ、あるが、氷見市内の海水浴場ーな

どで使用法を誤ったことによる事故

が相次ぎ 、県青少年保護育成条例に

基づき 、有害がん具に緊急指定する

する予定です。 Iア月27日
完成後は雇用促進事業団から富山

県に宿泊施設などの運営を委託され

ることになり 、県では財団法人を発

足させ、そこに管理運営をまかせる

ことにしました。

ア月26日
.あすをつくる越中っ子のロ章 クのバレーボール日本チーム主将だ

った、中村昌枝(旧姓可西)さんと

ミュンへンの千葉勝美 (Il1姓松村)

さんを迎え、バレーボールに情熱を

傾ける多数の女性が押しかけ好調な

スタートをみせました。

好評の県政パス教室は 、夏休みを

利用し て、親子で県の施設を見学し

親子の対話を広げ、ょうと県政親子バ

スを今年も発車させました。

8月ア臼
・猛暑続く県内に慈雨

7月13日以来炎天が続き、連日 30

度以上の真夏日の記録を延はしてい

2
 

2
 

ア月30日
.石動高甲子園へ初出場決まる

l県 l代表校制とな った第60回全

国高校野球選手権記念富山大会は、

10日聞の熱戦を繰リ広げ¥決勝戦は

石動高校と氷見高校で行われ、 2対

lのスコアで行動高校が円1[-凶初出

場を決めました。

8月7日開幕した|司全国大会 5日

目に、石動ナインは山崎県延|吋学園

高校と対戦、 +1¥:しくも敗れ以をのみ

ました。

富山 ・高岡 ・魚津 ・砺波から各 1

台、約50数名を乗せて 、あらかじめ

設定された各施設や自然を訪ね、楽

しい一日を過ごしました。

親子ノ〈スは 8月 2日にも運行され

ました。

ことにし、 29日付の県報で公示、販

売業者などに通知することにしまし

た。県教委も各教育事務所を通じて

各市町村教委に「小・ 中学生が使用

しないよう指導の徹底を図 ってほし

23  

あ
す
を
つ
〈
る

ーえ
中
J
7
L
の
十
-
一
章

一
此

苧
ド
質
け
な
い
に
く
ま
し
い
ヂ
ら
に
を

2
Aγ
7

f
A山
の

姿
に
午

'q

T
非
久
々
守
、もど
-7

=
一
よ
〈
苧
ひ
ょ
く
追
ん
て

台

小
を
謁
め
よ
う

四

ふ
る
さ
と

の
旬
焦
や

丈
仲
山
口
泊料し
も・
7

え

み
ん
な
ど
り
L
ょ
口

ひ
た

い日

品川
L
T
働
:
・
7

六
ー
あ
リ
ド
と
う
L

の
ひ
ど
こ
と
を
忘
れ
午
い
よ
う
K
L
よ

-7

セ

a
R

ゆ
い
や
リ
の
あ
る
ω
T

人
ド
親

切
r
h

し
ょ
・7

子

リ

子

泊

'

J

4

の

る

つ

生

へ
白
小
の
こ
ど
は
や
行
い
ド

青
品
い
を
も
と
う

で

え

中

な

!
?

庭

い

越

的

九
わ
ド
ま
ま
を
お
き
え

人
ド
定

惑
を
が
げ
午い
よ
う日
し
よ
う
一
家

も

る

o

本

+

お
に
ド
ド
話
L
b
い
あ
六
六
わ
し
わ
が
ま
二
し
よ
う

L

H
パ

た

基

l

l

針

ぺ

し

こ

士

悼

み
よ
い
、
中
る
さ
と
を
つく
る
六
た

本

件
L
I
--

会

指

を

ま

ち

J
;

議

の

す

し

た

主

告
L

〈
ても

長
住
ま
で
や
リ
と
げ
る
、オ

悼
を
も
と
う

協

〉

あ

成

供

興

け

「

作

子

宮
山
県
品
科
会
本
育
抹
典
協
議
会

振

つ

ト

を

教

し

ツ
」

は

杜

く

レ

章

近

県

の

フ

ロ

最

供

一

の



EMamll彊E

私たち自身の老人問題
みんなで築こう豊かな老後

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で

す
。

こ
の
日
か
ら
恒
例
の
老
人
福
祉

週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
わ
が
国
は
世

界
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
で
、

現
在
、
六
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は

九
七
九
万
人
い
ま
す
。
そ
し
て
二
二
年

年
の
昭
和
七
五
年
に
は
、一

、九

O
O

万
人
を
越
え
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

つ
ま
り
「
老
人
問
題
」
は
私
た

ち
自
身
の
問
題
な
の
で
す
。
私
た
ち

ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
豊
か
な
老
後
を

過
ご
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。
世
代
を
超
え
た
連
帯
と
話
し
合

い
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
必
要
が
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

県有美術品紹介

ふ
え
続
け
る
老
人
世
帯

ひ

と

り

暮

ら

し

は

六

六

万

人

明
治
時
代
の
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
、
男
性
四
二

・
八
歳
、
女
性
四
四

・
三
歳
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
百
年

男
性
は
七
二
・六
九
歳
、
女
性
七
七
・

九
五
歳
と
、
世
界

の
長
寿
国
の
ト

ッ

プ
ク
ラ
ス
へ
躍
り
出
た
の
で
す
。

も
は
や

「
人
生
七

O
年
」
は
あ
た

り
前
の
こ
と
な
の

で
す
。

つ
ま
り
、
日
本
は
高
齢
化
社
会

へ

の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
し
か
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド

は
た
い

へ
ん
速
い

の
で
す
。

昭
和
五

O
年
は
、
十
五
歳
か
ら
六

四
歳
ま
で
の
働
き
手
八

・
五
人
に
対

し
、
老
人

(
六
五
歳
以
上
)
一

人
の

比
率
で
し
た
が
、

三

O
年
後
の
昭
和

八

O
年
に
は
、
働
き
手
四

・
一
人
に

対
し
老
人

一
人
と
な
り
ま
す
。

問
題
は
、
単
な
る
老
人
人
口
の
増

加
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
核
家
族

の
増
加
、
扶
養
意
識
の
変
化
な
ど
か

ら
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
も
目
立

っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
は
、
全
国
で
約
六
六
万

人
に
の
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
制
度
、
老
人
医
療
の
無
料
化
、

住
宅
問
題
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、

社
会
保
障
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

老
後
を
い
か
に
生
き
る
か
、
と
い
う

面
に
も
目
を
む
け
る
時
を
迎
え
て
い

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
;
長
い
持
ち
時

問
。
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
の

「
生

き
が
い
対
策
」
か
よ
り
重
要
な
意
味

を
も

っ
て
く
る
の
で
す
。

こ
の
間
題
は
お
年
寄
り
本
人
の
課

題
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

周
囲
の
人
た
ち
も
、
お
年
寄
り
の
生

き
が
い
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
、
相
談
に
の

っ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

ね
た
き
り
老
人
の
短
期
保
護

七
日
間
以
内
一
日

富
山
県
で
は
、
八
月

一
日
か
ら
、

ね
た
き
リ
老
人
短
期
保
護
事
業
を
お

こ
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
家
庭
に
お
い

て
、
ね
た

人
権
擁
護
委
員
に

ご
相

談

を

お
年
寄
り
の
な
か
に
は
、
も
ち
ろ

ん
、
恵
ま
れ
た
生
活
を
送

っ
て
い
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
方

で
は
悲
惨
な
事
件
が
後
を
断
た
な
い

こ
と
も
事
実
で
す
。

特
に
最
近
は
、
子
が
年
老
い
た
親

を
虐
待
し
、
か
え
り
み
な
い
ケ
l

ス

が
目
立
ち
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
自
身
の

「か

た
く
な
さ
」
な
ど
が
、
周
囲
と
の
聞

に
摩
擦
を
起
こ
す
原
因
に
な
る
こ
と

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
お
年
寄
り
に
対
し
て
は

ま
ず
、
家
族
、
地
域
社
会
を
は
じ
め

と
し
て
、
私
た
ち
ひ
と
リ
ひ
と
り
の

温
か
い
思
い
や
り
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
お
年
寄
り
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
困

っ
た
と
き

は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

支
」
い

。

き
り
の
お
年
寄
り
を
介
護
さ
れ
て
い

る
方
が
、
病
気
な
ど
特
別
な
事
情
に

よ
り

「
老
人
の
介
護
が
で
き
な
く
て

困
る
」
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
、
七

日
以
内
の
期
間
、
特
別
養
護
主
人
ホ

ー
ム
で
老
人
を
お
預
り
し
よ
う
と
い

う
制
度
で
す
。

お
預
り
す
る
施
設
は
、
富
山
市
内

に
あ
る

《
県
立
流
杉
老
人
ホ
l

ム
》

と
、
福
野
町
に
あ
る

《
福
寿
園
》
で

す
。利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
町

村
役
場
か
、
県
社
会
福
祉
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
利
用
者
に
は
、

一
日
当
り

食
費
相
当
額
と
し
て
一
、

一
O
O
円
を

自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
施

設
へ
の
老
人
の
送
り
迎
え
は
、
家
族

で
面
倒
を
み
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
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紙
風
船
と
母
子

田
沢
八
甲
作

在
・
県
立
中
央
病
院

田
沢
八
甲
は
青
森
山
町
の
出
身
、
帝
展
特
選
、
旺
玄

社
、
新
協
美
術
委
此
、
昭
和
初
期
の
画
喧
に
活
躍
し

た
洋
画
家
で
あ
る
。
牧
野
虎
雄
に
師
事
し
、

当
時
の

出
凶
作
家
で
あ

っ
た
。

自
然
風
土
生
活
を
主
題
と
し
た

ロ
ー
カ
ル
調
豊
か
な

こ
の
作
品
は
一h
H
V
の
大
作
。
て
当
時
文
展
に
出
品
し

た
「
母

F

ナ
…
妊
に
遊
ぶ
団
築
図
」
で
あ
る
。

紙
風
船
に
焦
点
を
合
せ
た
母
子
の
表
情
、
嬉
々
滋

刺
と
し
た

p

ナ
供
の
動
き
、
母
親
に
抱
か
れ
な
が
ら
風

船
を
追
う
赤
ん
坊
の
無
邪
気
な
歓
声
が
き
、

γ
え
て
く

る
。
さ
り
げ
な
く
母
親
に
寄
り
添
う
姉
の
子
監
に
は

桃
や
葡
萄
な
ど
の
収
穫
が
盛
ら
れ
て
い
る
。
白
色
調

と
な
母
子
四
人
像
の
構
成
で
あ
る
。

の
エ
プ

ロ
ン
に
清
潔
な
家
低
、
愛
情
あ
ふ
れ
る
み
~

い
色
調
、

背
景
の
充
実
し
た
嵯
の
た
た
ず
ま
い
全
体
の
明
る

ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
叙
情
、
き
わ
や
か
で
清

澄
な
画
面
に
昭
和
初
期
の
健
康
で
平
和
な
家
庭
の
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

佐
藤
良
成



官

署

【応募資格】

県内に居住しているかだ。

【規格】

(オ)400字詰原稿用紙5枚以内。

(2)原稿は横書きとし、末尾に住所

明記 してくださ い。

【提出期限】

53年9月30日(土〉

【送付先およびお問い合わせ】

〒930富山市新総由輔l番7号

富山県県民生活諜 ft(0764)31-4111・内線462

【地方審査】

.審査員 物を大切にする運動富山県挺進会議代表者など 5名0

.発 表 53年10月下旬までに入選者に通知します。

.表彰 入選作届の区分は次のとおりとします。

優秀賞 3点 賞状および記意日

佳作若干名賞状および記念日

【全国審査】

.推せん 地方審査の優秀作3点を全国富査に推せんします。

.審査員 国民生活審議会総合政策部会省資源委員会委員など0

.発表 53年12月中旬に入選者に通知します。

.全国表彰 特賞 3点 賞状および記急白

入賞数点 賞状および記意晶

佳作若干名

愛
す
る
家
族
、
ガ
い
る
。
楽
し
い
友
人
ガ
い
る
。
お
茶

を
の
ん
だ
り
、
映
画
を
み
た
り
。
自
分
な
り
の
お
し
ゃ

れ
に
患
を
飾
る
こ
と
も
で
き
る
。
便
利
な
機
械
が
揃
つ

っ
て
い
て
¥
家
事
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
は
こ
ぶ
。
こ
ん
ど

の
週
末
に
は
¥
家
族
そ
ろ
っ
て
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
に
行

こ
う
か
ナ
戸
I
l
l
e
-
-

o
O

こ
の
よ
う
に
私
だ
ち
の
生
活
を
し
っ
か
り
と
支
え
て

く
れ
る
も
の
は
¥
そ
れ
は
健
康
0
・

収
入
0
・

家
族
0
・

だ
し
か
に
そ
う
で
す
。

で
も
ま
だ
他
に
も
あ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
。

き
れ
い
な
空
気
や
水
ガ
¥
私
た
ち
に
か
か
せ
な
い
よ
う

に
、
あ
ま
り
に
身
近
な
も
の
だ
か
ら
¥
づ
い
忘
れ
て
い

る
も
の
。
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

の
で
す
。

あ
ま
り
に
身
近
で
あ
る
だ
め
に
¥
日
ご
ろ
は
と
く
に

意
識
さ
れ
ず
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
、
私

だ
ち
は
自
然
の
資
源
は
無
限
で
あ
る
と
思
い
ガ
ち
で
す
。

し
か
し
、
地
球
上
の
資
源
は
育
限
で
あ
り
、
わ
が
国

で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に
依
存
し
て
い
ま
す
口

ま
だ
¥
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
だ
く
さ
ん
使
う
と
公

害
や
ゴ
ミ
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
わ
だ
し
だ
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
¥

隈
ら
れ
だ
も
の
を
大
切
に
使
う
。

生
か
し
て
使
う
。

で
き
る
だ
け
揺
て
な
い
。

使
い
終
っ
た
も
の
は
怠
る
べ
く
工
夫
し
て
活
用
す
る
。

と
い
つ
だ
考
え
万
や
生
活
習
慣
ガ
こ
れ
ま
で
以
上
に
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
だ
め
の
あ
な
だ
の
暮
ら
し
の
戸
イ
ア
戸
を
募
集

し
ま
す
。
ど
な
だ
で
も
お
気
軽
に
ご
応
募
し
て
く
だ
さ

lu 

地
球
上
の
資
源
は
有
限
で
す
。
と
く
に
資
源
に
乏

し
い
わ
ガ
国
で
は
、
産
業
活
動
や
国
民
生
活
の
す
べ

て
に
わ
だ
っ
て
、
省
資
源

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
へ
の

転
換
を
図
る
必
要
ガ
あ
り
ま
す
。

「物
を
大
切
に
す
る
運
動
富
山
県
推
進
会
議
」
は
、

全
県
的
芯
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る
運
動

の
推
進
を
図
る
疋
め
¥
昭
和
叩
年
に
消
費
者
団
体

・

教
育
団
体

・
経
活
団
体

・
公
共
団
体
な
ど
お
団
体
力

人聞には無限の知恵ガあります

それをみんなでだしあって

地球の資源・エネルギーを

大切に守っていきましょう

いま生きる私だちのだめに-

よりよい明日のだめに・..

年令 ・職業・電話番号を氏名

側チューヱツ富山市新総曲輪 1の 7ft31-3131(直通)〒930 印刷

【その他】

(1 )入選作目(佳作を舎む〉の著作権

は王催者に帰層するものとし、

「資源エネルギ を大切にする暮

らしの戸イテ.戸集」など、 物を大

切にする運動の啓発に活用させて

いだだきます。

(2)応募作目は返却しません。

【主催】

経済企画庁

{協賛】

物を大切にする運動富山県挺進会議

富山県知事公室広報課昭和53年 9月号必116.企lflJj発行

う
構
成
さ
れ
設
置
さ
れ
ま
し
だ
。

推
進
〈
一五
議
で
は
、

「
物
を
大
切
に
す
る
山
を
呼
び

お
こ
す
し
、「
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
¥

一

寸
物
の
命
を
生
ガ
す
L

を
一二
つ
の
柱
に
、
幅
広
い
活

一

動
を
通
、
し
、
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解

し
て
い

E
E
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

-県広報 とやま


